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　わたしたちは物やお金を使って生活しています。生活で

使うお金は，多くの場合，家族が働いて得た収
しゅう

入
にゅう

* です。

家庭では，安心して家族が生活できるように計画を立てて

お金を使い，収入と支
し

出
しゅつ

**がつり合うようにしています。

　文
ぶんぼう

房具
ぐ

や衣服，食べ物などを買ったり，買った物を使ったり

することを消費といい，消費する人のことを消費者といいます。
　消費者としてお金をどのように使えばよいのでしょうか。

何にお金を使っているのだろう1

＊収入とは，ある期間に働くなどして得
え

るお金のことです。
＊＊支出とは，ある目的のためにお金を使うことです。

ひと口メモ
生活を支えるお金は，文房具や食べ物だけでなく冷

れいだんぼう

暖房に必要な
電気やガスなどにも使われています。

ひと口メモ

 わたしたちの生活とお金

5

収入と支出は
どのようなバランスを
とればよいのだろう。

学習のめあて

1

見つける
気づく

お金や物が，自分と
家族の生活を支

ささ

えて
いることに気づく。

買い物に必要な情
じょう

報
ほう

を使って，計画的な
買い物の仕方を考え
ることができる。

わかる
できる

2

目的に合った物の
選び方や買い方・
使い方を工

く

夫
ふう

する
ことができる。

生かす
深める

3

① スーパーマーケットでの買い物風景から
どのようなことに気がつきますか。
② ほかにもどのようなところでお金を使って
いるでしょうか。120ページを参考に考え
てみましょう。

収入
支出
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消
費
生
活
・
環
境

お金／money スーパーマーケット／supermarket

 そう ざい

 

は
ん 

に
ゅ
う 

ぐ
ち

商品がお店に運ばれてきたよ。

　わたしたちは毎日，学校や家庭でさまざまな物を使って

生活をしています。自分たちの身の回りにはどのような物が

どのくらいあるのでしょうか。

　身の回りが整理・整とんされていると，快
かいてき

適に過
す

ごせますが，

かたづいていないと物を探
さが

したりそうじしたりするために

より多く時間がかかります。また，つまずいたり，思わぬ

けがをしたりしてしまうことがあります。

　快適に過ごすために，身の回りの場所に目を向け，整理・

整とんの必要なところがないか，探してみましょう。また，

自分の身の回りの物はきれいに使いやすくしまわれているか

（収
しゅう

納
のう

されているか）確
たし

かめてみましょう。

ひと口メモ

整理・
整とんで
快適に

4

なぜ整理・整とんをするのだろう1

みんなで使うところは，次に使う人が困
こま

らないように，元の場所にかたづけておきます。

5

学習のめあて

1

見つける
気づく

整理・整とんのよさや
必要性に気づく。

整理・整とんの仕方が
わかり，自分の持ち物や
部屋を整理・整とん
できる。

わかる
できる

2

整理・整とんの仕方を
工
く

夫
ふう

できる。

生かす
深める

3

　右の部屋で快適に過ごすために，どのよ
うに整理・整とんをすればよいだろうか。
❶～❻の場所の問題点や困ることは何だろう。
また，その理由はどのようなことだろうか。

❶

❹

❷

❺

❸

❻

机／deskかたづける／put away

調べよう

　学校内はどのように整理・
整とんされているだろうか。

問題点

❷： 机
つくえ

の上が散らかっている。

理  由

物を探
さが

すのに時間がかかる。

話し合おう

学校内の整理・整とんウォッチング

調べる1 発表する2

見つけたことをクラスで
紹
しょう

介
かい

する。
❶  グループでウォッチングする
場所を分

ぶんたん

担する。
❷  整理・整とんされている場所や
整理・整とんが必要な場所，
ものを見つけ，記録する。

家庭科室の
食器棚

だな

は整理・整とん
されていました。

28 29

住
生
活

消
費
生
活
・
環
境

大きな地
じ

震
しん

で転
てんとう

倒した家具の下
した

敷
じ

きになったり，とびらが開かなくなったりする
ことがあります。家具を置く場所や転倒防

ぼう

止
し

対
たい

策
さく

を家族と話し合いましょう。
ひと口メモ

保
ほ

健
けん

5年：
けがの防止

関連

この部屋の写真を見て，ど
のように思うかな。困

こま

るこ
とはないかな。

三つのステップで題材を構成

主体的・対話的で
深い学びを促す
「フォトランゲージ」

主体的・対話的で深い学びを実現する三つのステップ

教科書では，家庭科学習の進め方を
この三つのステップを基本としています。

● 教科書３ページ　「家庭科学習の進め方」 ●教科書58・59ページ

●教科書112ページ ●教科書104ページ

●教科書28ページ

生活のさまざまな場面を想起さ
せたり，着目させたりする写真や
イラストを，扉ページに掲載。
生活を見つめ，問題に気づく導
入の学習へご活用いただけます。

　家庭科での主体的・対話的で深い学びは，生活を「自

分のこと」としてとらえる意識が核になるものと考えら

れます。そのために，自分自身の「生活」を見つめるこ

とを出発点として，わかり，できるようになり，身につ

けた知識・技能を自らの「生活」に生かし，深めていく，

という学習過程の三つのステップに着目しました。

家庭科学習の進め方 

ー成長していくためにー

見つける・
気づく

1

「ぬう」ための用具やぬい方を，基礎・基本を大切に学んでいきます。

どのような用具や方法でぬうのだろう2

身近な布製品を見つめ，「ぬう」ことの意味と
生活への役割への気づきに意識を向けていきます。

なぜぬうのだろう1

（題材例：ソーイング はじめの一歩）

わかり，できるようになった手ぬいの知識や技能を
自分の生活への工夫と結びつけ，生かしていきます。

主に（ア）「 1 見つける・気づく」と「 2 わかる・できる」は新学習指導要領の指導項目アに，（イ）「 3 生かす・深める」は指導項目
イの内容で構成しています。

（イ）

（ア）

　  手ぬいを生活に生かそう3

主体的・対話的で深い学びの
進め方が見える・わかる3

特長

あっ！と
驚くような
場面も
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